
 

科目分類 専門基礎科目 健康の理解と健康支援 開講時期 ２年 後期 

授業科目 公衆衛生学 

選択／必修 必修 単位数（時間数） ２単位 ３０時間 授業形態 講義 

担当教員 喜多 義邦 

メールアドレス y-kita@tsuruga-nu.ac.jp オフィスアワー 火曜日 16時 40分～17時 40分 

 

授業目的 

公衆衛生学は人間集団に内在する健康問題を把握し解決に導く実践的な学問であるこ

とを理解する。その目的を達成するために以下の項目を到達目標とする。 

１．健康そして疾病の概念を理解する。 

２．ライフステージに対応する健康問題に関する基礎的知識を習得する。 

３．予防医学の概念を理解し、健康管理に関する基礎的知識を習得する。 

４．集団の健康状態を疫学的手法を用いて評価するための基礎的知識を習得し、地区診

断に必要な技能を身につける。 

５．医療・保健・福祉の各分野における看護師・保健師の役割を理解し、実践するため

の基礎的知識を習得する。 

授業概要 

公衆衛生学は、健康破綻に関与する環境要因（危険因子）の定量的把握とその対策の

計画立案およびその評価に関する考え方と具体的な方法論を提供する学問である。授業

では、まず集団の健康とは何かを考察する。その際に必要な様々な保健統計を解釈する

ために必要な知識を学ぶ。さらに健康の維持増進から疾病予防に向けた活動を展開する

ために必要な診断技術としての疫学手法、ライフステージの理解、そして多様な集団の

特性について学ぶ。 

授業内容 

第１回 健康の概念と公衆衛生 

    健康と予防医学の考え方を学ぶ 

第２回 公衆衛生の活動対象 

     社会集団とは何か、またどのよ

うな視点が必要かを学ぶ。 

第３回 公衆衛生の仕組み 

    地域保健法の考え方と具体的な

保健行政について学ぶ 

第４回 環境と健康 

   身の回りの環境と生体の反応に

ついて学ぶ 

第５回 感染症とその予防対策 

    感染症成立の要因およびその対

策等について学ぶ 

第６回 国際保健 

第７回 地域保険の実践１ 

    母子保健の取り組みについて 

学ぶ 

第８回 地域保険の実践２ 

    成人保健の実践について学ぶ 

第９回 地域保険の実践３ 

   高齢者保健の実践について学ぶ 

第 10回 地域保険の実践４ 

    精神保健の実践について学ぶ 

第 11回 地域保険の実践５ 

    障害者保健・難病保健について

学ぶ 

第 12回 学校保健 

     学校保健の仕組みと実践につい

て学ぶ 

第 13回 産業保健 

職業性疾患と労働衛生行政につ 

いて学ぶ 

第 14回 健康危機管理と災害時の保健 

第 15回 公衆衛生における重要事項の確

認 



 

教科書 

参考書等 

教科書：専門基礎分野 公衆衛生学 医学書院 

参考書：国民衛生の動向（最新版）、厚生統計協会 購入が望ましい。 

成績評価 

基準・方法 
試験（100％）で評価する。 

履修要件 なし 

留意事項 

その他 
 

 


